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九
月
一
白
は
H
妨
災
の
臼
ι"
で
す
。
一
め
の
開
後
十
一
一
一
一
年
間
聞
に
丸
池
箆
柄
数
長
一
ず
。

四
十
八
笠
原
乙
の
同
関
重
万
一
〈
一
起
き
て
い
弓
護
の
例
を
と
っ
て
一
も
ち
ろ
ん
乙
の
学
説
ど
お
り
大
地
震

事
奨
対
調
っ
た
大
地
震
1
関
東
大
鍵
災
一
み
る
と
、
一
克
明
朝
十
六
一
年
の
関
東
大
地
震
一
が
起
ζ
る
と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

ー
に
ち
な
ん
で
、
災
害
に
対
す
る
木
断
一
ー
か
ら
六
十
八
年
後
の
協
和
年
聞
の
中
部
ニ
長
い
際
申
お
証
明
す
る
事
実
か
ら
一
生
阜

の
心
構
え
会
議
噌
深
め
る
意
高
あ
る
一
地
謀
、
と
れ
か
ら
八
十
年
を
終
た
安
政
一
れ
た
ひ
と
つ
の
確
率
と
し
て
、
安
易
に

臼
で
す
。
一
二
年
の
江
戸
大
地
震
、
き
ろ
に
六
十
八
一
見
の
が
す
沢
に
は
い
か
伝
い
主
患
い
主

天
災
は
忘
れ
た
ζ
ろ
や
っ
て
〈
る
一
昨
後
の
大
正
十
二
時
の
関
東
大
地
震
と
一
す
。
逆
に
問
納
品
の
危
険
期
を
ま
た
ず

と
い
わ
れ
草
す
が
、
最
右
特
花
出
国
国
主
一
い
う
ふ
う
に
周
期
説
は
は
っ
告
白
し
て
一
明
臼
に
も
地
箆
は
や
っ
て
く
る
か
も
知

れ
て
い
る
の
は
完
・
東
大
地
震
研
究
所
一
い
る
u

一
れ
ま
せ
ん
。

の
相
内
角
博
士
が
と
な
え
る
「
南
関
東
大
一
と
い
う
の
が
河
角
説
の
あ
ら
ま
し
で
一

N
防
災
の
門
口
μ
壱
迎
v

凡
で
わ
た
と

υ

地

震

六

十

九

年

層

期

説

」

で

す

。

一

す

。

一

た

ち

は

、

大

地

震

へ

の

心

揖

λ
と
災
害

P
千
古
霊
平
一
尋
問
喜
八
百
十
一

29ると
、
大
正
十
二
年
の
襲
一
犯
対
処
す
書
法
な
ど
に
つ
い
て
、
じ

九
時
の
関
重
要
選
壱
出
震
と
一
大
地
震
か
ら
六
十
九
年
め
は
飽
和
六
十
一
っ
く
り
唱
え
る
量
が
あ
る
と
思
い
ま

し
て
、
ぞ
れ
か
ら
の
態
史
書
い
記
録
一
六
そ
そ
の
前
後
十
一
ニ
年
と
い
う
と
賠
一

70

に
よ
っ
て
た
ど
り
よ
ハ
十
九
年
ご
と
に
一
和
主
主
一
年
ご
ろ
か
ら
昭
和
七
十
九
年
一

区
切
っ
て
調
べ
て
い
〈
と
、
六
十
九
年
一
ご
ろ
ま
で
吾
危
険
期
ど
見
立
て
て
い
ま
一

官軍惨

も掴醐

ぜ3

。
あ
わ
て
て
外
に
と
び
出
ず
な

O
な
に
よ
り
も
ま
ず
火
の
始
末

。
狭
い
路
地
、
へ
い
の
わ
き
、
が
け
に
理
よ
る
な

O
行
動
は
つ
ア
ア
一
に
迷
わ
ず
確
実
な
情
報
で

。
一
息
は
や
め
て
、
避
難
は
徒
歩
で

!
走
っ
て
い
る
車
は
ナ
ぐ
止
ま
ろ
A
J
j

勢丹 1
勝撲の日

大正問年安

東大

ふ
だ
ん

。
避
難
場
所
の
確
認
や
避
難
訓
練
は
日
ご
ろ
か
ら

O
が
け
く
ず
れ
、
棒
読
の
住
意
は
日
ご
ろ
か
ら

。
飲
料
水
や
消
火
器
の
用
意
は
日
ご
ろ
か
ら

。
建
物
の
補
強
、
家
具
の
国
定
は
臼
ご
ろ
か
ら

O
非
常
用
品
を
ま
と
め
て
ゐ

ζ
5

!
水
筒
、
貴
重
品
、
世
出
務
ラ
ジ
オ
、
簡
易
食
糧
(
か
ん
話
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
フ
i
メ
ン
な
ど
〉
、
懐
中
電
灯
、
口

l
y
ク
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ

タ
ー
な
ど
、
応
念
医
療
品

iコ相門記

九
月
一
円
以
妨
災
の
白
、
午
前
間
五
時
鴎
一
い
で
く
だ
さ
い
。
一
た
め
の
い
っ
せ
い
紋
水
に
よ
る
大
賞
模

十
五
分
と
午
前
十
一
特
弘
十
八
分
の
一
一
一
演
習
は
朝
早
く
護
送
一
号
組
一
の
的
弱
一
な
京
幕
が
議
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
午
前

回
、
サ
イ
レ
ン
と
半
鐘
が
な
り
ま
す
。
一
一
慢
話
か
ら
富
士
譲
存
の
間
で
行
な
わ
れ
一
十
一
時
五
十
八
分
花
は
市
庁
舎
前
で
動

と
れ
は
第
六
回
襲
警
の
た
め
で
一
ま
す
か
、
消
島
日
間
一
ニ
百
八
十
九
人
、
一
力
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
さ
が
行
な
わ

?
?
失
火
災
と
お
間
準
一
九
代
な
ら
忠
一
消
防
部
融
百
人
が
草
加
、
延
明
防
止
の
一
れ
草
7
0

!?ii!??iijFiji11Fijili関車部jiiZ!?現存註

;iiijiifH111322;騒:iliaidljjfjillz---_: 
F251iijjiiijj:欝 ;;iji申告堅持iFijiz
タ封1iy豊島i喜子弓?hiijdZ2234iszii管!?F
VLiijijii?1jilliiiiij!?!?iiii iii討議長選言

661 



時傾向町.... 

神
奈
川
懸
信
用
概
況
協
会
で
は
ー
ま
た
は
五
十
人
以
下
〉
の
中
小
企
業
門
抽
出
様
鞠
件
〕
マ
担
保
物
件
は
必
要

県
内
の
中
小
傘
致
事
業
の
健
全
な
者
で
あ
っ
て
県
内
に
一
年
以
上
継
ピ
応
じ
て
徴
求
す
る
b

発
麗
宅
目
的
と
し
、
企
業
の
近
代
侶
絹
し
て
間
一
の
事
業
を
常
む
も
の
。
円
申
し
迅
み
}
マ
各
金
制
閥
横
♂
関
の
獄

と
経
営
基
盤
存
縫
立
し
て
い
く
た
め
マ
返
一
掠
能
力
が
あ
る
己
レ
河
口
へ
ど
三
ぞ
。

に
必
要
な
資
金
の
保
証
亭
域
型
扱
。
マ
金
議
機
関
か
ら
取
引
揮
北
処
分
を
〈
わ
し
い
こ
と
は
、
終
信
用
保
証

て
い
る
b

受
付
て
い
な
い
ζ
弘

、

協

会

平

塚

支

所

(

松

嵐

防

こ

の

一

と
の
保
誌
は
、
神
奈
M娠
中
小
企
門
保
箆
臨
時
凌
M

寸
鐙
入
京
た
は
会
社
。
)
T
E
Z幻
・
六
Q
立
。

業
融
資
制
麗
ピ
お
け
る
、
事
業
金
資

M
L
お
い
て
一
五
世
白
万
円
ま
で
。
臨
調
航
費
盛
田
保
註

に
よ
る
も
の
で
、
事
業
経
営
に
必
要
マ
協
同
組
合
等
で
は
玄
手
万
門
家
で
な
お
、
間
窓
口
は
県
下
中
小
貿
易

ゑ
事
業
資
金
官
一
求
め
て
い
る
甲
小
企
門
賞
金
値
途
〕
マ
運
転
お
よ
び
設
輔
関
連
業
奮
の
た
め
に
、
海
外
市
場
の

業
経
営
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
と
一
利
用
を
賢
金
。
開
拓
、
調
査
、
授
物
持
入
な
ど
で
海

門
制
用
賀
輔
〕
マ
費
本
金
豆
苧
万
円
，
門
揮
証
人
目
マ
連
帯
同
比
叡
人
は
一
名
外
へ
渡
航
す
る
場
合
の
旅
費
、
開
在

以
下
、
ま
た
は
従
業
日
間
一
一
一
百
人
以
下
以
レ
忠
実
。
た
だ
し
、
法
γ
八
の
代
表
費
な
ど
の
保
証
も
取
り
扱
っ
て
い
る

翁
奨
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
千
万
円
者
は
必
J
9
連
帯
保
護
人
と
す
る
こ
と
の
で
、
ぜ
ひ
と
制
用
く
だ
さ
い
。
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害
だ
1

別
加
の
見
方
壱
す
れ
ば
ー
と
一
ま
た
、
今
ま
で
に
万
一
時
効
に
よ
二
土
ハ
年
一
一
月
一
一
一
一
十
一
白
ま
で
の
時
険
一

の
奥
さ
ん
が
以
前
勤
め
て
い
て
厚
忽
ヰ
一
て
納
ゆ
て
い
な
い
古
い
年
度
の
保
険
耕
一
軒
尺
宋
前
面
あ
る
今
一
保
険
料
花
未
納
の
あ
る
今

金
加
入
期
間
で
あ
れ
ば
!
と
の
一
典
主
ん
一
が
あ
る
場
合
は
、
特
協
に
、
と
と
し
の
一
円
V
現
治
館
十
四
年
四
月
一
一
巳
あ
ら
拐
治
一
〈
わ
し
い
ζ
と
は
、
年
金
偶

の
年
金
は
な
特
有
剰
に
展
開
し
て
い
く
一
七
月
か
ら
白
十
七
年
六
月
一
一
一
十
討
ま
で
一
凶
十
五
号
四
月
一
日
ま
で
に
長
ま
れ
叩
一
七
O
C内
観
一
一
二
三
)
ヘ
。

ζ

と

に

な

り

匂

一

の

二

か

年

間

に

限

っ

て

一

か

は

四

百

五

一

除

草

砂

と
の
よ
う
に
有
利
f読

み

に

で

と

+

円

の

拐

で

納

め

ら

れ

る

一

言

り

て

一

キ

ャ

ン

プ

を

楽

し

む

て
い
る
国
民
拝
金
の
任
意
加
ス
制
度
ζ

一
い
る
の
で
、
有
利
な
年
金
げ
札
結
ば
れ
る
一

奥
さ
ん
K
有
利
な
宮
室
の
任
意
一
議
定
よ
っ
て
関
誌
に
は
保
証
吉
一
族
主
壱
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
な
え
一
あ
き
さ
壱
支
給
去
る
利
点
が
あ
一
そ
、
あ
な
た
の
葉
の
豊
か
な
牢
章
一
喜
制
度
吾
、
い
ま
す
戸
¥
躍
し
て
一
錦
前
こ
ど
も
舎
が
簡
丹
沢
へ

一
入
撃
を
ど
存
知
で
す
か
。
一
れ
て
い
る
と
は
い
た
へ
そ
の
保
襲
は
す
」
れ
と
は
需
警
ん
自
身
が
加
入
し
一
る
わ
け
。
も
ち
ろ
ん
、
六
十
五
議
接
石
霊
え
一
る
も
の
で
、
正
し
い
震
の
一
あ
な
た
の
受
給
権
雪
震
し
て
ほ
し
…
-

一

一

一

一

一

一

快

晴

に

め

ぐ

ま

れ

た

八

月

一

日

、

市

一

れ

た

。

鐙
墨
金
制
度
は
、
豊
皆
保
険
の
一
き
わ
め
て
空
襲
年
金
の
聖
書
一
て
い
た
国
民
芸
任
意
究
制
度
か
ら
れ
は
箇
民
年
金
制
度
言
語
章
一
三
に
た
っ
て
加
入
し
て
お

E
J。
一
ぃ
。
一
青
少
掠
課
捜
援
で
、
市
内
華
街
錦
町
一
担
当
の
青
少
量
で

2A

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
震
は
い
ず
一
も
制
限
が
あ
り
、
電
受
給
さ
れ
る
一
母
子
霊
去
襲
警
と
ど
も
が
一
年
金
主
給
さ
れ
る
。
↑
一
あ
な
た
が
閉
め
る
保
監
に
、
閣
が
一
き
と
も
会
で
は
、
日
と
ろ
緑
色
野
山
一
ま
ち
の
ど
き

ιと
も
た
ち
が
、

れ
か
の
議
度
で
開
設
ぎ
れ
る
ζ

と

一

さ

と

天

皇

室

主

な

一

一

言

半

額

ア

毒

し

て

あ

な

た

の

た

め

一

議

の

う

す

一

い

と

ど

も

た

ち

尺

山

の

干

の

盤

聖

書

と

お

し

て

建

都
郡
長
ド
ヰ

H
J充た
ち

は

単

に

一

忘

れ

る

と

大

鎮

で

す

何

時

間

尚

一

日

立

五

日

刊

誌

一

訪

れ

い

匂

対

話

uu一
誤

報

沼

野

一

塁
祭
金
秘
書
も
加
入
し
て
い
な
一
加
算
対
説
と
な
る
存
て
奥
さ
ん
g
一

一

ざ

捨

て

て

い

る

ζ

と
を
ど
恵
子
一
キ
ャ
Y
プ
場
」
へ
、
保
護
者
向
伴
八
十
一
し
実
施
し
て
い
き
た
い
と
罰
耐
え

訂

以

九

日

野

仁

話

一

時

待

受

け

ら

れ

主

い

う

制

度

一

の

ド

鐸

誇

措

法

一

れ

誤

認

誌

路

四

日

一

群

説

話

器

計

十

一

一

十

重

障

害

丑

忘

れ

長

一

守

山

詩

い

砕

い

刊

に

吋

の

一

…

市

立

笠

宮

闘

…

山
ベ
十
一
日
刊
の
人
の
加
入
量
を
は
一
加
計
担
当
ぷ
持
一
か
む
訓
郡
山
十
月
は

LdkFhれ
て
い
る
と
、
蜜
一
駐
日
れ
れ
れ
が
れ
自
信
一

7
U訪
日
喜
一
…
巨
か
ら
壁
一
ス
均
一

m
u
A押
収

つ

れ

い

一

…

教

識

を

募

集

…

言
語
加
語
君
主
主
一
亡
く
さ
れ
た
場
合
は
、
主
主
人
が
一
ぺ
十
月
、
翠
の
一
尺
四
月
実
一
度
の
病
気
、
け
が
や
一
賓
の
警
孝
一
結
す
る
大
切
な
も
の
な
の
で
、
期
間
内
一
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
一

y
プ

フ

ァ

イ

て

写

生

、

市

教

裏

員

会

で

同

署

凶

十

め

幸

吉

l
マ
Y
の
警
生
控
一
加
入
し
て
い
た
お
年
織
票
量

5
8盟
て

そ

の

霊

8
5一
な
く
し
た
場
合
草
さ
れ
る
障
貫
一

K
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
↑
半
年
一
年
金
の
加
入
者
て
昭
和
史
聖
書
き
霊
平
塚
市
立
幼
稚
襲
撃
重
し

と
っ
て
み
る
と
、
ζ

の

奥

き

ん

た

ち

は

で

い

丹

、

ど中一
T

八
が
加
入
し
て
い
る
他
の
公
的
時
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献
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ぶ
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著
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コ
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w
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検
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よ
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よ
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憶
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仲
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ず
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れ
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仲
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、
近
く
の
会
審
円
野
中
)
山
門
主
J

(

部
背
飴
)
蚊
式
大
本
一
郎
氏

携
で
悶
聞
か
れ
る
同
大
金
規
へ
お
出
か
野
球
(
内
向
日
ス
ポ
i
y
広
場
)
サ
ッ
初
心
者
の
た
め
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

け
号
。
カ
1
(
市
民
ス
ポ
i
y
仏
揚
)
水
砧
な
の
で
、
運
動
的
で
き
あ
服
装
、
運

門

日

程

と

金

場

}

〈

春

日

野

中

ブ

ー

ル

〉

動

ぐ

っ

争

用

意

、

気

軽
K
事
却
し
て

マ
呂
周
辺
日
(
臼
)
・
軟
式
野
球
マ
9
R
5
日
〈
R
V
・
劉
唱
(
見
付
ほ
し
い
。

〈
一
市
民
ス
ポ
1
Y
広
場
〉
陸
上
競
技
合
剣
道
場
)
黍
壇
(
武
道
議
)
卓
球

襲撃事月間日 1"-'218
〈よる5時半~習持〉

磁詳細は寝言首位-0264

鶴 見 附 合 体 脊 銭 前



駐
車
麹
蝉
脱
出
離
に
援
制
期
中
ッ
H
J
密
載
る
、
と
わ
い
お
じ

F
っ
さ
ん
。
趨
震
由
務
総
も
輯
畿
に
し
た
が
一
窃

炎
天
下
、
ブ
ー
ル
に
行
〈
子
ど
も
た
ち
吾
噌
る
た
め
受
適
務
理
に
一
生
懸
市
な
泌
視
員
さ
ん

ホ
議
事
故
の
未
然
防
ム
ど
害
者
の

究
通
指
導
な
ど
の
呂
的
に
丞
い

K
粁
を

援
用
し
た
、
療
事
安
通
部
議
員
制
度
が

四
月
か
ら
一
実
施
さ
れ
べ
平
塚
務
第
四
百
に

一
一
新
生
六
人
が
六
月
末
配
資
さ
れ
た
。

と
の
鋳
人

J

交
通
巡
視
員
は
、
準
前
官
祭

官
印
刷
な
身
分
ト
を
も
つ
も
の
で
、
学
校
や

事
業
主
附
に
出
か
け
て
安
通
ル
ー
ル
手
議

出
砕
す
る
一
予
通
安
八
世
薮
青
」
交
通
安
全

お
喝
静
か
ら
「
安
全
広
報
紅
厳
}
安
ム

点
や
横
断
事
道
て
の
笠
通
狩
足
、
そ
九

に
駐
停
車
寝
K
の
取
り
締
り
が
仕
事
。

そ
こ
で
、
炎
天
下
苦
い
巡
祝
日
開
き
ん

の
活
濯
を
退
っ
て
み
る
と

湖
南
海
揮
ハ
ム
翻
プ
l
ん
付
近
の
戸
通

整
理
。
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
民
ブ
ー

ん
に
打
〈
一
子
ど
も
た
ち
を

i

や
さ
し
〈
誘

噂
す
る
。
人
も
車
も
交
通
ル
ー
ん
を
守

り
巡
視
員
さ
ん
に
し
た
が
う
。
や
さ
し

い
巡
視
員
さ
ん
も
一
法
貯
命
だ
。

き
て
、
駅
前
付
近
の
繁
利
一
街
品
、
以
一
応

す山令、
C
院
語
違
反
の
車
か
多
い
o

b

J

一

そ
く
埠
K
の
車
に
厳
し
く
野
告
し
た
ゾ

反
郎
キ
シ
プ
号

ωる
、
と
わ
い

W
神円州

主
人
に
な
っ
た
。

験車量童書電の轍iこ織しく豊富愈著書をベタ習

務委童会 e平塚駅鈴寺を

護霊トス(三議手島鞠トH þ':1~':\] 

核w-十文字i認一弁天嘉一

こうもワ穴ぞろ-:fo'泊予f察-

E主演若手一初出長浜海永浴場

盤整警滋 a 交通草壁 59草月

瀦持参。弁当、水i号、運議fつも軽装

※くわしいことは務教育委員会

体育課へ(議告 5号}



番

作 ζζ き

多号車ぞ芳
くち勾三い 、iiiiii訟

宣言事主草量量 革主

計長時量言語
玄費襲撃急ま習会事

41514i皇室8
2長室主古号記長
問 討な件ーいと
百九どとーるれ一
三人で大九円ま千

三2摂雪量買

学校移譲支援華 e毒殺簿一

一

一

一

盟

問

長

譲

渡

術

事

告

九

時

か

ら

午

後

高

等

@

究

員

更

さ

え

v

T

V

喜

一
一
一
員
十
一
日
号
、
十
一
一
日
玄
種
目
、
日
開
臼
は
午
前
九
時
か
ジ
す
よ
蓄
エ
時
か
ら
。

一一一

3
2百
鶴
、
午
前
九
時
か
ら
毒
菌
時
五
千
分
ま
で
。
マ
九
月
五
日
吉
家
安
嬰

一
一
一
午
後
四
時
↓
一
平
分
ま
で
、
望
号
一
た
だ
し

1
5喜
一
は
八
一
月
ご
十
午
後
日
一
時
か
ら
ー

一
一
一
階
ホ
ー
ル
で
一
m
l
r撃
構
寝
室
音
寺
、
管
午
前
九
時
か
ら
牛
マ
九
月
十
八
日

5
2
5良

一

一

一

軍

事

弱

く

。

話

時

五

主

宅

開

催

し

て

い

る

テ

レ

苦

手

i
喜
一
時

一
一
一
事
告
希
望
す
る
八
時

ζ

量
的
一
文
書
雪
葬
し
で
も
ろ
い
マ
九
月
十
九
日
(
日
了
と
と
も
映

士
会
に
ぜ
ひ
:
。
受
も

E
a
u
-
'
j
e弘、
P
I
a
-
a
倉

f
g
i
l
z
i

ー

回

全

宮

人

の

星

一

一

等

け

は

審

判

日

J
M砂
一

寺

講

話

会

て

す

Z
午
前

一
一
鰐
喜

5
.
y
i
d
e
t
-
-
j
匂

+

時

/

喜

一

時

一て一吉
1
へ
。
平
日
賦
午
後
笠
宮
訟
で
開
日
開
中
の
一
一
堂
氏

一
一
受
講
は
無
粍

-
a
i
d
e
d
m
a
i
j
-
i
j
E

鐙

籍

田

幸

一
一
審
幸
人
ま
で
(
重
宇
宙
一
読
書
裏
み
に
し
よ
う
b

知
ら

t

f

一

一

五

〉

怒

号

鞠

ご

案

内

・

一

一

一

票

よ

マ

一

体

館

百

・

康

郎

ち

で

毎

月

摺

日

一

一

掴

薬

品

潤

開

審

智

世

マ

八

2
2
3
・ζ
ど
も
快
マ
月
末
露
百
八
一
三
一
十
一
沼

一
一
書
館
の
利
用
時
間
於
八
月
二
割
会
(
ま
ん
が
)
午
前
十
時
と
午
後
(
火
〉
、
九
月
一
一
一
古
一
芸

一
十
九
日
(
日
)
ま
で
次
の
と
お
り
か
一
一
時
の
二
回
長
ι

マ
祝
日
露
-
九
月
十
五
空
泰

一
一
わ
る
。
ど
注
議
く
だ
さ
い
勺
マ
八
一
月
二
十
二
日
(
臼
)
・
文
信
股
九
月
二
十
四
日
(
金
)

F

一
一
マ
火
曜
日
か
ら
一
金
曜
日
ま
で
は
午
前
画
会
(
伝
統
工
棄
ほ
か
)
午
後
二
時

存
自
在
日
目
H
川
リ
リ
リ
リ

1
1
j
i
l
-
-
i
l
l
i
t
-
-
-
-「
|lili---i

中
ム
一
れ
を
い
皇
官
は
、
分
校
の
あ
ゑ
菅
崎
県
の
ど
ろ
一
泊
す
れ
て
し
か
か
っ
て
る
話

量
急
一
睡
議
-
醐

i

」
醐
一
一
肘
明
最
南
婦
に
あ
る
昨
昨
日
提
出
れ
の
人
が
H

き
と
と
H

を
あ
ら
た
功
て
患
い
だ
玄

引

竺

曇

空

間
m
C
M
巷
李
主
定
義
の
乙
む
も
〈
君
主
よ
ろ
な
本
で
す
。

削
属
一
』
一
向
聞
い
い
を
育
て
た
い
と
こ
十
企
年
同
岡
山
の
こ
ご
ー

内

需

一

一

一

一

一

♂

も

た

ち

と

共

量

し

て

き

ま

し

た

が

、

お

や

じ

と

む

す

こ

閉

山

育

問

一

一

一

語

そ

の

生

活

語

る

く

え

か

い

て

ま

す

。

中

山

義

務

ザ
L鴛
章

一

課

「

妻

と

か

国

語

テ

ス

ト

は

い

っ

望

書

で

あ

宍

二

氾

の

男

1
1ル
ザ
F
-
i
2
2
8
e
L

さ
い
し
な
、
。
窃
題
も
出
さ
な
い
。
勉

j
i
g
j
/い
J
L

言
語
で
ら
あ
る
著
者
は
、
親
と

、

i
2
2
1

強
は
分
校
で
だ
け
。
せ
め
て
口
μ五

の
ふ
れ
あ
い
を
揮
し
く
ユ
ー
モ
ヨ
ス

山

田

瞳

鰯

の

ど

ζ
か
に
一
枚
ぐ
ら
い
テ
ス
ト
と
宿

え
が
し
て
い
ま
す
。
一
言
々
々
か
ら

ぎ
ご
鎮
盈
と
す
り
ほ
哲
学
絞
」
題
の
な
い
髪
砧
の
密
の
よ
う
な
帯
夜
i

f

ヵ
じ
み
で
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
あ
た
た

?
!
話
回
聞
の
卦
竣
の
ニ
十
一
年
i
i

あ
っ
て
も
よ
い
。
」
と
い
う
護
者
と
山

じ
、
親
芋
の
や
り
と
り
に
1

時
ほ
は
、

吉
C
(祭
主
J

)

む
は
コ
ジ
ニ
ャ
タ
の
の
ζ

ど
も
た
ち
の
一
日
が
今
一
日
も
は
じ

「
お
や
じ
さ
失
調
糊
磁
れ
」
と

乎
イ
モ
の
ζ
と
た
そ
う
で
す
。
ま
り
ま
す
。

く
な
り
ま
す
。

分
校
も
小
さ
い
、
き
と
も
小
さ
い
む
と
の
忙
し
い
都
会
生
活
の
中
で
お
戸

相
制
ザ
ナ
幅
削
絶
と
か
対
話
不
在
な

う
き
回
議
が
一
世
間
わ
れ
て
る
今
日
~

持
ら
お
や
じ
像
」
と
し
て
ま
た

の
す
か
像
」

ル
"

4

T
。

イ

品

交

コ

サ
〈
の

ミ
で
ち

と
ん
た

る
と
も

す
が
ど

を
つ
乎

た
こ
の

よ
ん
授

が
げ
学

男
な
ち

i jj芸

jii出語時
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平
構
揖
揮
で
お
か
晶
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
西
瓜
測
り
ゲ
ー
ム
苦
諜
し
む
こ
ど

も
た
ち

特集

きい 咋

C

E後



畑

飽

塚

僚

が

つ

り

診

れ

[

去

平

滋

世

肺

線

な

よ

体

さ

〉

〉

〉

〉

〉

〉

一
ri

臨緯[湯鵠均一品一一一一一一一一一一一

民

館

館

集

館

館

公

国

館

設

〉

款

を

い

は

み

時

ず

つ

ま

v
h
E
E
C
c
c
c

灘

公

民

民

地

民

民

宮

公

館

民

武

白

q
t観
て

日

日

取

あ

凶

器

同
開
館
問
問
問
諮
問
日
産
出
…
時
四
時
説
明
都
議
磁
器
時
鶴
ト

i

館

診

は

し

揮

揮

で

「

る

は

縄

市

会

裳

開

郷

日

間

四

目

白

日

白

日

白

日

臼

自

白

日

.
3
4
，

休

企

申

・

・

し

。

あ

療

。

済

部

生

頭

骨

織

れ

お

羽

Z
お

お

怨

1
2
5
s
ロ
お

m
a
z
ι
・
曜
部
を

1
2
ほ

る

も

診

る

共

平

斉

警

官

封

印

9

9

9

9

ρ

。
日

9

9

9

9

9

9

Y

3

・3
8

一
一
一
一
一
一
一
町
一
忠
一
一
一
一
か
盟
臨
盟
輔
盟
臨

酪

強

閥

均

一

民

γ
一
山
一
一
昭

…

問

問

時

一

時

間

机

尚

一

一

一

脈

綱

l

i

珂

湯

松

神

3
月

受

蔚

土

議

官

臨

時

時

間

醐

臨

時

記

諮

問

吋

毘

崎

民

公

公

開

山

印

公

公

公

台

日

和

B

は

公

司

監
畑
一
一
一
山
一
一
献
納
…
尚
一
明
一
語
一
蹴
翻
錦
戦
師
一
記
…
間

接

児

入

E

B
a
B
臼

白

日

臼

尽

日

・

幼

ぷ

口

同

日

日

門

川

川

川

山

リ

リ

リ

叫

繍

枇

間

一

時

間

山

山

t

T

'

1

4

g

醐

輔

l

e

宮野寺まで ζただし※日日の車場l晶、午

後 2待から3時まてつお間違いのな

いようと注意くださし、。

輯予防握観彊を受けられない人

(j)予紡接種を受りてから 2週間たっ

ていない人

@はしか・ BCG・事E笠・小児マヒ

正Eヲクは、それぞれlか月閣の慰

縞をおかないと受けられまぜん。
@その他有戦患者、 ，[j磁 t血管系、

資臓または肝臓に疾fl}，があり図開

花止められている人
趨必要なもの

@予訪接種手帳 C'"入した人i立、 i日
住所で使っていた母子手帳〉

。題診票〈ζ の票は、必ず家で記入

して体温を部定しτきてほししつ
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日
日
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B
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臼
臼
臼
臼
臼
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日
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1
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n
n
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M
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3
7
u
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お

2
9
日
同
お
お

ふ
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門

口

8
臼
臼
自
白
日
日
日
開
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臼
臼
臼
日
臼
日
門
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日
日

F
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7

4

1
芯

2
9
6
3
Z
1
F
1
8
5
3
3
0
7
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1
1
2
2
:
1
2
2
'
1
1
1
2
{
1
2
2
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母
四
時
臼
日
目
白
白
臼
日
日
臼
汚
臼
臼
臼
臼

B
B
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B

F
M
m
5
幻
想
お

7
M
お
お
お
れ

2
9
日

ω
4幻
想
お
幻

き

湾

局

自

白

日

臼

日

日
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子
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8
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お
お

2
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お
お
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お
ま
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分

で
お
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繍
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生
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1
時

縞
日

畿

醐

問

問
時

嗣

醐

鱒

八輯公英霊富
崇議公民館
大野公民書官
接演公匡議官
旭公民貧富
軒J草公民館
才防〈公民館
書室士見公民館
中原公民館

綿

一

一

一

一

齢

蹄

開

館

間

一

一

一

間

一

隅

醐

同

一

一

民

川

河

公

八

公

弘

氏

公

公

沢

八

公

開

口

月

公

安

田

賀

崎

公

野

沼

土

質

か

か

3

大

金

崎

明

須

E
Z

開

山

旭

穴

金

端

境

須

6
M
コ

…
FA舶
用

問

船

館

一

一

概

一

判

官

出

向

…

一

一

館

…

時

館

樹

君

一

旧

公

民

民

学

地

陣

内

武

学

公

里

民

咋

公

民

地

民

武

に

〈

う

描

回

一

説

問

抽

出

船

舶

跡

網

開

一

時

問

団

一

謡

曲

畑

一

露

目

以

凶

器
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神

中

横

民

荘

見

登

掛

金

神

中

富

花

横

民

松

箆

種

で

に

接
ま
で

日

臼

門

口

臼

日

日

臼

日

め

臼

臼

臼

日

臼

臼

日

g
B

・
月
ま

川
氏
日
刊
“
お
お
引
出
町
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錨
訪
日
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刊
M
M
お
お

m
u
z
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融
か
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9
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9

9

郁

朗
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9

9

9
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一

M
A
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一

一
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隅
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一
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一

一

働
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m

R

月
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公
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公

公

上

町

山

間

持

忠
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一
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時
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場

繍

一

地

齢
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J

隅

後

後

を

船
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公
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相
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3
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事

鵡
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何

回
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…
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時
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一
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記
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銭
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鵬
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一
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史
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一
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公

品
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公
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公
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団
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公

合

間
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一
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官
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積回ぜき.$}コテリア・被豊富廃車

趨対象・ 1潮・接主主当日lと生後3か
月か69か月までの人。 2鍛・1
劉が完了してから、華滋重当日tζ1
年吾経過して、 1年半までの人

麹滋邸周草量 (1部品〉

草月 1日 金自公民館%~土沢農協

'" 2臼豊田公民館掛金田公民館
会主情司暗公民館

'" 3自 信土見公民悠 1自公民豊富

'" 6 8 八幣公民館横内国池 袋
会湯

'"， 78 神間公民館中原会民館

'" 8臼大野公民館松原公民責宮
後主主産y公民館

T 9 B 須賀公民館 ぐ公民館。10日見附台武道場

量器官鴎拍

9月22日金日公民館*土沢夜協

'" 23日豊田公民館滞金巴公民館
後岡崎公民館

。258 富士公民館

'" 278 八幡公民館
会場

'" 28日神田公民館中原公E号館.， 29臼汰聖子公民館松原公民鐙

掛主主島公民館。30日須賀公民館花水公民館

10月 1臼昆，sfJ台武道場

輔昌翻曲

目 月13日金百公民館唱土沢農協

~14日豊田公民館策金田公民溜
器情部芝音公民官宮

~ 16臼富士見公民館加公民館

'" 18日八幡公民館般的団地集

会場

'#' 198 神田公民館中原公民鍔

'" 20臼 大里子公主議官松原公E議官

器城島公民館



ど
慰
問
の
か
所
の
四
十
一
一
密
ぱ
は
四

r七
守
度
に
婦
問
地

換
地
震
鼠
に
つ
き
ま
決
定
し
、
い
ず
れ
も
地
充
に
お
い
て

定

宿

主

区

の

伊

勢

本

し

で

は

、

大

変

謹

く

な

り

、

み

な

さ

換

地

説

現

金

吾

一

開

催

す

る

予

定

で

(

旅

館

)

付

近

と

、

秋

山

ん

に

と

海

認

を

お

か

け

し

て

い

草

す

す

。

そ

の

せ

つ

は

各

極

記

者

に

ど

通

歯
出
判
長
続
付
近
の
一
一
区
留
は
説
出
刷
会
が
、
隣
接
街
区
の
地
浴
も
治
三
河
出
品
保
知
し
ま
す
。
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

が
も
た
れ
た
ζ

と

が

あ

り

ま

せ

ん

。

者

の

ど

協

力

で

決

定

し

、

秋

山

歯

斜

な

材

、

移

転

争

委

す

る

家

屋

に

つ

の
計
溜
が
ど
y
J
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
説
明
告
を
も
っ
て
ほ
付
近
の
街
区
(
五
不
在
街
区
)
は
本
い
て
は
佼
換
地
指
定
後
、
関
偶
者
と

な
さ
ん
が
示
出
会
っ
て
い
祭
す
。
し
い
と
患
い
ま
す
。
年
度
中
に
換
翼
李
主
宰
7
淀
で
折
歯
す
る
に
と
に
な
り
手
。

現
段
階
の
状
況
と
今
按
の
見
返
レ
門
平
揖
・
含
安
部
氏
〕
あ
り
、
芝
、
わ
か
援
館
付
お
お
市
計
一
閤
霊
商
務
護
窓

鱒
輔
と
閣
議
出
墾
ヤ
碍
寓

f
さ
日
熱
帯
生
部
は
、
例
年
十

一
一
@
一
れ
月
花
実
施
し
て
い
る
H
擦

と
縫
撲
の
謂
鶴
μ
連
覇
の
一
環
と
し

で
薬
戸
建
療
に
認
す
る
品
閣
議
ど
投
与
真

巻
募
集
し
て
い
る
。

マ
応
義
'
構
内
居
住
、
在
勤
、
在
学

者
な
忌
だ
れ
で
も
よ
く
、
ハ
ガ
キ

プ
紅
花
一
つ
の
襟
苦
心
を
一
記
載
の
乙

と
。
住
炭
・
誌
名
・
昨
令
・
蟻
業

市
勤
務
先
、
苧
校
名
、
学
年
)

東
浅
間
同
大
島
緯
の
ほ
こ

り
に
閉
口
し
ま
す
。
現
蕊

}
日
一
邸
零
度
の
散
水
が
行
な
わ
れ

で
い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
も
う
す
乙

し
回
数
亭
議
し
て
も
邑
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。
門
下
鶏
・
館
事
療
援
〕

1

，
混
在
、
市
で
は
敬

一
寝
泊
…
喜
一
寺
市
内
全

域
の
幹
緯
道
路
壱
中
心
と
し
た
究
議

畿
の
激
し
い
護
霊
感
苛
散
水
し

て
い
家
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
務
舗
に
出

い
っ
か
な
い
璃
問
の
増
加
に
よ
り
、

撃
の
要
望
。
増
加
し
て
い
ま
す
が

混
在
で
は
要
望
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
対
処

で
き
な
い
の
か
現
状
で
す
。

ど
の
よ
ろ
な
た
め
、
ど
指
矯
の
道

路
に
つ
い
て
も
}
臼
一
一
回
の
散
試
が

際
愛
で
す
の
で
、
ロ
ア
ま
く
だ
事

い
。
門
申
出
金
部
商
生
繁
一
日

忍
入
の
こ
と
e

門v送
り
先
・
横
浜
市
申
図
河
口
増
大
法

り
神
奈
川
県
輔
生
部
議
務
課

マ
し
め
き
り
・
九
月
三
十
日
ま
で
。

w

門
会
培
真
は
由
用
対
凶

y切
、
カ
一
フ
i

-
キ
γ
ピ
点
以
J
。
問
題
ち
γ
「れ

;:骨量;;ijfii
草説家 主義IJlJケカ3 鰭

;ji233327 
堂自宅 表芸会主主
手高官 J35芦単

道路懇織が闘に会わない議郊の増加

員
の
た
め
の
二
一
品
温
厚
生
組
説

川
県
中
小
企
業
厚
生
セ
ン
タ
ー
な
か

が
わ
荘
』
争
足
柄
レ
ー
郡
山
北
町
出
川

器
官
一
一
人
収
容
、
和
室
研
持
蕊

た
建
設
す
る
乙
と
に
な
り
、
十
一
一
月

定
員
百
五
十
人
が
あ
る
。

}
臼
の
開
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

瞳
音
色
申
授
を
間
関
援

な
カ
が
わ
誌
は
、
潟
単
純
の
謹
話
主

潟
東
保
聾
施
設
で
あ
り
、
部
常
館
、

t

-

々
平
塚
地
底
青
色

山
一
曹
色
申
告
書
。

品川

i
y
y
Z縁
、
連
語
場
を
一
併
設
、

e

申
告
企
連
告
会

活
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
設
計
〈
井
L
l
茂
平
会
長
)
は
、
一
一
鉛
め
の
資

さ
れ
て
い
る
。
宿
泊
準
は
一
プ
寸
九
部
色
学
校
を
開
校
す
る
。

盟主潜重量的比較的事レ宋舗謹霊童絡を壬重重点的fζ

散水する 現状では一回一路が際援です

門v
第
一
次
〈
均
叡
)

qu月
8
白
四
時
半
i
m時
半

税
証
四
一
所
会
議
中
世
/
会
費
・
会
員
一
千

五
百
丹
、
介
会
員
二
千
円
百
人
。

マ
第
二
次
(
中
級

)-m月
4
月
z
h

k
ヨ
四
時
半
i
m時
半
平
塚
純
務

警
会
議
室
ア
全
員
一
千
円
宙
人
。

内
在
は
、
初
組
が
摺
「
心
、
青
色
申

出
山
の
閣
下
時
叫
何
時
柑
口
事
務
は
ど
。
中
級

は
簡
単
午
程
式
簿
記
中
央
官
四
、
業
種
別

記
帳
実
務
な
ど
、
印
込
み
は
平
塚
地

防
普
色
申
告
会
〈
松
田
凪
酌
叫
一
一
!
一

O
)
へ
。
電

ne一一一二一。

鶴
遊
休
み
暁
財
出
会欝

十
銀
行
平
塚
支

活
(
支
后
長
皆
目

間
同
和
問
十
六
年

度
平
塚
市
開
鍵
務
管

内
献
聞
は
仇
犯
は
、

い
L

一
月
三
十
一
汗
混

在
で
+
一
千
三
百
二

人
さ
し
た
。

じ
寸
け
巾
山
ι一
一
一
日
間
一
ハ
へ
の
献

向
山
高
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
と
ざ
い
セ
よ
し
た
。

献
血
は
毎
週
土
窯
り
に
、
平
塚

釈
月
旧
日
前
で
実
施
し
て
い
る
。
時

間
は
午
前
山
時
か
ら
一
午
後
3
時
b

一↑

u
u
m
i図
面

i
i

持
〉
は
、
百
品
惨
み
の
ζ
ど
苔
1

主

対
象
K
Hす
晶
体
み
快
感
A
R
d

を

ぐ。マ
と
き
・
八
月
十
為
在
、
一
一
十
己

午
後
一
時
半
か
ら
一
一
一
時
半
。

マ
場
2m
ム
〕
闘
士
銀
行
軍
塚
支
岩

落

書

す

る

子

襲
襲
警
塁
塁
襲

ge荷
数
帯
る
態
度
で
す
。

ζ
の
よ
う
弁
護
皮

“一nt嚇
議
謝
線
研
究
補
閣
を
と
る
キ
ナ
ど
も
は
、
乱
畢
攻
撃

護
憲
豊
富
語
警
護
署
鞍
鎖
措
欄
心
身
の
発
達
忍
浦
、
非
符
と
か
異

談
議
事
、
扱
っ
た
事
刷
明
か
ら
鴻
仔
裁
な
ど
起
ζ
す
よ
う
に
な
れ

J

!
こ
ん
な
子
ど
も
;
ま
す
。
③
身
桔
児
向
か
病
気
そ
持

措
法
訪
問
の
綴
に
、
謀
議
中
っ
て
い
り
議
舎
が
あ
り
ま
す
。
授

精
再
を
し
た
り
、
よ
云
昆
を
し
た
鼻
、
の
ど
な
ど
に
あ
る
場
合
、
そ

り
し
て
集
出
し
ま
せ
ん
」
と
弓
む
の
一
病
気
で
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
活

れ
ま
し
た
。
按
?
ノ
!
ト
会
見
る
ち
暑
さ
が
な
く
な
っ
た
り
、
や
る

と
た
し
か
に
搭
謹
吾
υて
い
ま
、
u
気
が
議
こ
ら
必
い
埼
合
が
あ
り
ま

斤
3
授
業
参
一
観
が
あ
立
行
っ
た
と
す
。

き
に
は
、
一
応
先
住
の
授
業
登
腐

i
ど
一
フ
し
た
ら
i

い
て
い
ま
し
た
。
親
が
い
る
と
い
⑦
認
子
閣
の
感
情
の
も
つ
れ
が

う
ζ
と

立

行

犠

員

く

し

学

校

へ

行

っ

て

か

ら

出

て
い
た
の
で
は
な
い
か
》
銭
関
鍛
綴
晶
瞥
移
る
湯
告
が
あ
り
ま
す
の

と
患
い
ま
主
が
。
知
能
戸
終
糊
岬
紳
線
拶
纏
で
、
登
校
す
る
前
K
は

は
拙
遺
書
わ
れ
て
い
撃
で
幡
麟
臨
時
酬
で
重
だ
け
気
分
よ
く

ま

す

。

麟

祭

稔

鎖

両

軍

か

ら

送

り

だ

し

ま

レ

!
な
ぜ
i

麟
級
編
数
畿
融
鶴
轍
噛
ょ
う
。
②
凸
自
分
の
気
持

子
ど
も
の
性
格
は
乳

i
l
i
-
-
j
e

ち
が
満
さ
れ
れ
ば
、
気

児
、
幼
児
と
府
長
ず
る
に
つ
持
ち
の
集
中
が
で
美
落
書
な
ど

れ
て
形
属
さ
れ
て
い
く
も
の
で
し
な
く
な
り
ま
す
。
①
宮
分
は
尚

す
。
そ
の
成
長
過
程
の
親
子
の
関
親
か
ら
、
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

然
環
境
な
ど
が
大
き
な
勘
き
を
い
う
気
持
ち
を
十
分
持
で
る
よ
う

も
つ
己
と
が
す
な
く
あ
り
ま
せ
に
司
愛
い
が
っ
て
や
り
ま
し
ょ

ん
。
⑦
子
ど
も
が
局
窓
を
一
番
多
う
o
m
F
F
T
ど
も
の
気
持
ち
ゃ
曹
求

〈
も
っ
と
い
わ
れ
て
い
る
親
の
態
壱
襲
し
て
や
り
、
な
ん
で
も
演
で

度
で
掠
話
国
的
な
康
度
と
い
う
の
が
な
し
に
押
え
つ
け
る
ζ
と
は
や
め

あ
り
ま
す
。
親
は
子
に
対
し
て
愛
一
ま
し
ょ
う
。
⑤
専
門
援
疋
み
せ
、

時
を
い
だ
い
て
は
い
ま
吹
が
、
臨
異
常
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
く
拍

晴
が
は
し
り
子
ど
も
の
気
持
ち
を
醸
し
て
や
る
ζ
と
が
必
要
で
す
。

受
り
入
れ
な
い
で
放
任
、
不
昨
日
用
(
密
封
打
開
)

等
感
情
や
、
体
罰
、
車
待
』
相
加
え
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